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第1章 研究背景 

認知機能の低下に伴い金銭管理の支援を必要とする在宅高齢者のうち、家族の支援がな

く預貯金の出し入れが困難な人は 120 万人いるが、家族と友人以外の相談相手にケアマネ

ジャーを希望する高齢者も多い。2018 年以降、政府は高齢社会対策大綱、金融審議会等を

通じて、認知機能の低下した高齢者の金銭管理の支援のため、福祉と金融の連携を推進し

てきた。特に、高齢者の金銭管理を支援するケアマネジャーの金融リテラシーの向上は、

最適なケアプラン作成につながるとともに、金銭トラブルや詐欺被害から未然に守ること

につながる。 

高齢者の経済的被害とケアマネジャーの支援に関する先行研究では、ケアマネジャーが

相談を受ける場合と気づく場合があり、高齢者の認知機能により支援の態度が異なってい

た。また、ケアマネジャーの経験年数、基礎資格による支援の差も見られた。一方、ケア

マネジャーの金融リテラシーの水準を測定した研究、金融リテラシーが高齢者の金銭管理

の支援に与える影響を分析した研究、金融リテラシーに関連する要因を明らかにした研究

は国内外には存在しなかった。 

本研究の目的は、ケアマネジャーの金融リテラシーが、認知機能の低下した高齢者の日

常的金銭管理の問題(手続全般、お金の不安、詐欺被害)の支援に与える影響を明らかにす

ることである。そのために、ケアマネジャーの金融リテラシーの水準を一般の人と比較す

るとともに、ケアマネジャーの金融リテラシーに関連する要因を明らかにした上で、高齢

者の日常的金銭管理問題の支援への影響を明らかにすることを試みる。 

高齢者のケアプラン作成に必要な金融知識および適切な外部連携ができる知識と支援の

実態との関係を明らかにすることで、高齢者にとってより良い支援を行うためにケアマネ

ジャーが備えておくと望ましい金融リテラシーの教育プログラム作成や福祉と金融の円滑

な連携に繋がることが期待できる。 

 

第 2 章 研究方法 

調査会社に登録されている実務経験のあるケアマネジャーの WEB 調査アンケートを実施

し、235 名を分析対象とした。従属変数となる金融知識の尺度は、一般の人との比較が可

能な尺度の総合点 A、ケアプラン作成に必要な金融知識 B、専門家へ適切につなげる外部

連携知識 C の 3 つを設定した。一方、独立変数は金融リテラシーが高齢者の支援に与える

影響を見るため、ケアマネジャーの属性に関するもの 10 項目、高齢者の支援に関するもの

22 項目を設定した。 

 ケアマネジャーの金融リテラシーの水準は、総合点 A と全国金融リテラシー調査の平均

点を比較した。金融リテラシーに関連する要因は、総合点 A とのクロス集計を行い、t 検定、

もしくは一元配置分散分析後 Tukey HSD にてグループ間の差の検定を行った。高齢者の支

援に関する要因は、金融知識 B および外部連携知識 C のクロス集計を行い、各設問におけ

る選択肢において、その選択肢を選んだケアマネジャーと選ばなかったケアマネジャーの平

均値の比較を t 検定、もしくは一元配置分散分析後 Tukey HSD にてグループ間の差の検定
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を行った。 

 

第 3 章 結果  

ケアマネジャーの総合点 A は 50.5(全国平均比－0.1)と一般の人と同水準であった。ケア

マネジャーの金融リテラシーの関連要因については、総合点 A の有意差のあった属性は、実

務経験年数、年収、運用経験年数だった。また、性別、年代、業務種類、所属事業所、担当

件数、基礎資格、主任介護支援専門員研修の修了の有無については、有意な差はなかった。 

ケアマネジャーの金融リテラシーが日常的金銭管理の問題への支援に与える影響につい

ては、相談されたケアマネジャーは 75.1%、内容は手続全般 56.2%、お金の不安 52.8%、詐

欺被害 31.5%だった。相談されたケアマネジャーは相談されなかったケアマネジャーに比べ

て手続全般、詐欺被害は、金融知識 B、外部連携知識 C ともに高く、有意な差があった。 

 能動的に気づいたケアマネジャーは 88.4%、内容は手続全般 63.0%、お金の不安 49.4%、

詐欺被害 36.6%だった。詐欺被害を能動的に気づいたケアマネジャーは気づかなかったケア

マネジャーに比べて、金融知識 B、外部連携知識 C ともに高く、有意な差があった。お金の

不安を相談され助言したケアマネジャーは 53.2%、気づいて助言したケアマネジャーは

42.2%、ともに金融知識 B は助言しなかったケアマネジャーより高く、有意な差があった。 

 

第 4 章 考察 

ケアマジャーの金融リテラシー水準は、全国平均と同水準であり、ケアプランを作成する

金融知識を備えていた。 

金融リテラシーの関連要因は、実務経験年数、年収、運用経験年数に有意な差があったも

のの、一般の人と同じ傾向であり、ケアマネジャー固有の要因とまでは言えなかった。 

ケアマネジャーの金融リテラシーが日常的金銭管理の問題への支援に与える影響につい

ては、詐欺被害だけでなく手続全般とお金の不安まで、幅広い高齢者の金銭管理の問題に対

して支援していた。相談を受けたり、気づいた後、支援していたケアマネジャーは、金融知

識 B と外部連携知識 C ともに、支援しないケアマネジャーより高く有意な差があった。こ

れは金融リテラシーが高いと会話の中でお金の話も避けなくなり、相談されやすくなり、気

づきやすくなる可能性を示唆している。また、お金の不安に対して自分の知識を助言したケ

アマネジャーが約半数いたことは、助言できるだけの正しい金融知識を身に付けて適切な助

言をする必要があることでもある。したがって、金融リテラシーの向上は、高齢者にとって

費用対効果を踏まえた最適なケアプラン作成とともに、高齢者の過度な消費や家族間の金銭

トラブルを察知することや、詐欺被害から未然に守ることにもつながる可能性が示唆された。 

なお、本研究の調査対象者は調査会社に登録されているケアマネジャーであり母集団とな

る全国のケアマネジャーを表しているとは限らない。また、分析対象が 235 名と少ないこと

に加え、金融リテラシー測定の質問数が 8 問と少なく、精度には限界があった。また、金融

リテラシーが高いケアマネジャーは金銭管理の問題を支援することは分かったが、因果関係

までは分からなかった。 
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